
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

6,800m 4,829m 未達成 130m

林務部

4　様々な主体の関わりによる森林の適正管理と多様な利活用の推進 実施期間 H18 ～

事業番号 09 04 20 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 信州森信州森信州森信州森のののの小径整備事業費小径整備事業費小径整備事業費小径整備事業費
担

当

課

部局

成果目標の達成状況

項目

歩道整備

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

1-4　森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

事業主体である市町村の事業計画に基づき、森林の癒し機能を発揮できるよう計画的に事業を実施する（歩道整備6,800m）。

　森林の中を歩きリフレッシュ感を味わうなど、森林の有する癒し機能に対する期待が高まっている。このため、森林内の歩道や歩道周辺

施設の整備を推進することにより、森林の癒し機能を積極的に活用し、都市と農山村の交流人口を増やすことで山村地域の活性化を図

る。

　平成18年度から平成23年度までの間、県内16市町村において実施。56km以上の森林歩道を整備。

目指す姿

現状

課・室 森林づくり推進課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail shinrin@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

2,0008,558

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 事業計画に基づき適切な事業実施を図るため

地域自主戦略交付金交付要綱

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（当初）

森林フィールド整備 交付金

合計 2,500 8,558 2,000

森林学習歩道整備（整備延長4,829m） 2,500

56,295m

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算）

合計（A) 8,240 2,000

3,500 2,500 2,000

9,500 -2,500

13,000 9,500

0 0

予

算

額

前年度繰越 9,500

当初予算 8,240

補正予算

9,500 2,000

7,658 13,000 8,558 2,000

24242424年度年度年度年度 25年度

概　算

人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

832

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度

Aの

財源

8,240 13,000

826 826 826

2,826 概算事業費（B（A）+C） 8,490 13,826 9,384

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

国庫事業を有効に活用し、効果的な事業実施に努める。

目標に対

する成果

の状況

他工事の影響により年度内完了が出来ないことから、事業計画の取り下げがあり、歩道整備2,000mの事業が未実施となった。


